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　平成の時代に入り、グローバリゼーション、規制緩和、ＩＴの進歩、バブル崩壊など様々な要因が重なることによって、企業は否応なく、今までに経験したことのないような大競争に晒されるようになりました。生半可なことでは生き残れないこの激動の大競争時代。中小企業は言うに及ばず、潰れるはずがないと思われていた大企業まで次々に倒れていく。そんな時代を企業もそこで働く人も、まさに骨身を削るような思いで生き残りを図ってきましたが、もう体力的にも精神的にも限界まで追い込まれつつあります。近年相次いで発覚する企業の不祥事がそれを表しているかのようです。

しかしすべての企業が倒れる寸前というわけではありません。こんな時代でも元気な企業はいるのです。しっかりと自分たちの仕事をしてお客様の支持を得て、利益を出し続けている企業は存在するのです。同じ時代に活動していながら、元気がある企業とそうでない企業がある。いったい何が違うのでしょうか？その差はどこから生じるのでしょうか？そのすべてのこたえは「リーダーシップ」にあるのではないかと思います。

鎌倉、室町、戦国、江戸、明治、大正、昭和・・・現代と同じような時代の荒波を乗り切ってきたリーダーたちがそこにはいました。彼らはどうやって生き残ってきたのか、そして滅びていったのか。時代は変遷すれども、同じ人の上に立つ者として、現代のリーダーが彼らから学ぶべきことはたくさんあるはずです。

激動の時代を生き抜く術はただひとつ。あなたのリーダーシップに磨きをかけることです。これから一緒に歴史の扉を開けて、リーダーシップを学ぶ旅に出てみませんか？

[著者：シンクタンク藤原事務所　長谷川孝]
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